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東海心不全療養指導士ネットワークの概要

日本循環器学会2023（福岡）での心不全療養指導士Café

「療養指導の裾野を広げる!」という志のもと、多職種6名により2023年5月に発足

【発足の経緯】

【活動地域】

東海4県（愛知・岐阜・三重・静岡）

【目的】

日本循環器学会が認定する心不全療養指導士が集い、情報共有を行うことで自施設や地域での活動に

還元することを通して、多職種による心不全療養指導の質向上を図ること

【構成職種】

看護師・理学療法士・薬剤師・管理栄養士等、多職種で構成（医師はアドバイザー）



東海心不全療養指導士ネットワークのビジョン

【目的を達成するために私たちが目指すビジョン5項目】

①各施設の取り組みを共有するための講演会等の開催

②心不全療養指導士同士が組織内外で相談できる環境を整備する

③圏内における心不全療養指導士の育成および取得支援

④資格取得後のスキルアップを目的とした学術的活動

⑤療養指導支援ツールの開発

2023年度の目標はこの2つ!

【SNSアカウント】

X(旧twitter)：@ChfeNetTokai

＃東海CHFEネット



これまでの活動①（2023年5月～10月）

【計3回の講演会・座談会を開催】

11月以降は毎月座談会もしくは講演会を開催予定



これまでの活動②（2023年5月～10月）

【X（旧twitter）上に相談のためのプラットフォーム開設】

https://forms.gle/6LYCfwncJ2JvmYv37
こちらから相談フォームへアクセスできます

多職種からのフィードバックが得られます 注意）医学的診断や治療の決定等に関わる相談には応じかねます

【6月22日開催の講演会におけるアンケート結果】

6.7%

【アンケートからの期待】

患者のモチベーションを上げる方法が知りたい

急性期と慢性期の関わり方の違いを知りたい

地域連携への踏み出し方を知りたい

外来での各職種の活動について知りたい

9月28日に「服薬の不徹底と対峙する」をテーマに座談会を開催



東海心不全療養指導士ネットワークの今後

「繋がる」の先を見据えて

➢ 毎月の講演会・座談会を通して、「明日から還元できる」ことを発信していきます

➢ 各施設で奮闘する療養指導士を支援するべく、相談・情報共有を促進します



ネットワークの登録方法

①X(旧twitter)アカウントから：@ChfeNetTokai ②登録フォームから

https://forms.gle/SNGYw1CiBvVCuqTk9

登録は東海4県（愛知・岐阜・三重・静岡）の心不全療養指導士の方に限ります
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